






















第 1 0 082 号
平成 4 年 3 月 16 日





























機能レベルの評価には入院時ならびに退院時の日常生活動作 (ADL) を同病院で作成した ADL 評価
表を用いた評価点により行った。また， ADL 自立度レベルと ADL 得点の分布を参考にして，合計得










1. リハ開始時所見と退院時 ADL との関係
リハ開始時 ADL 得点60点以下の例を対象に行った単相関分析で退院時 ADL 得点と相関の高い項
目は，リハに対する意欲，失禁，健側筋力，痴呆，患側筋緊張等が挙げられた。
2. 重回帰分析による退院時 ADL の予測




(2) 変数選択による Final model の確立
単相関分析で有意性の高かった因子及び Full model で検定値の高かった因子の両者を参考にし
て共通因子を抽出したところ年齢，リハ開始までの日数，リハ開始時 ADL 得点，再発，健側筋力，




以上より，これらの 8 因子を最終的な予後予測因子とし，この Final model に基づく重回帰分析
を行なった。さらに，本予測式により得られる予測予後 ADL 得点、と実際に得られた退院時 ADL
得点との関係では，両者間の相関性はきわめて高く (r =0.859) ，また良く一致した値を示してい
fこO
(3) Final model の他症例への適用
Final model の予測式を用いた予測の妥当性を見るため， Final model の作成の対象とした症例以






2) 以上の 8 因子を用いることにより，簡便で，精度の高いリハ予後予測式を確立した。
3) さらに，本リハ予後予測式の他症例への応用妥当性に関する検討を通じ，その信頼性，臨床的有用
性を証明した。
論文審査の結果の要旨
本研究では多数のリハビリテーション開始時情報を用いた多変量解析により，脳卒中のリハビリテー
ション予後に影響を及ぼす重要な因子を決定し，これらの因子を用いた簡便かっ寄与率の高い予後予測
式の作成に成功している。さらに得られた予測式を他症例に適用することにより，本予測式の臨床的有
用性についても検討し。精度の高い予測が可能であることを実証しているO この結果は，脳卒中患者の
予後予測を容易にかっ正確に行う上で極めて重要であり，本論文は博士(医学)論文に値するものであ
る考える。
